
　令和 4 年度の一般社団法人山梨県安全運転管

理者協議会の表彰式・定期総会を6月14日（火）

に甲府市内の常磐ホテルで開催しました。表彰式

の前段では飲酒運転根絶宣言に続いて、飲酒運転

防止「ノンアル・コースター」の寄附受納式を実

施しました。表彰式では功労役員、交通安全功労

者等 59 の個人・事業所・団体に対して警察本部

長並びに武川会長から感謝状が授与され、受賞者

を代表して南甲府地区協議会の中澤氏が謝辞を述

べられた後、小林県民生活部長、伊藤警察本部長

及び坂本交通安全協会会長からご祝辞をいただき

表彰式は終了しました。

　定期総会においては、令和 3 年度の事業報告・

収支決算報告等が承認され、令和4年度の事業計

画・収支予算を報告された後、臨時理事会が開催

され代表理事等の改選が行われました。

　なお、役員名簿は本協議会のホームページに掲

載してあります。
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　会員の皆様はじめ関係各位におかれましては、ますますご清栄のことと存じます。

　新型コロナウイルスの流行が始まってから 2 年以上が過ぎ、アフターコロナへ向けて、少しずつ

社会活動は平常を取り戻しております。この間、社会は急激に変化し事業所運営にも影響を及ぼし

ておりますが、この最中におきましても安全運転管理業務のみならず関係機関や団体等と連携して

地域の交通事故防止活動を献身的に推進していただいておりますこと厚くお礼申し上げます。

　私は、本年 6 月 14 日付けで、武川会長の後任として会長に就任いたしました。当協議会は安全

運転管理者を選任する事業所の職域における交通事故防止活動のみならず、県内における交通安全

の推進に携わる中核団体としての役割を担っておりますことから誠に重責でございますが、微力な

がら職責を果たす所存でございますので、前武川会長同様ご指導とご支援を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。

　さて、昨年 6 月に千葉県八街市内で発生した飲酒運転トラックによる多数の小学児童が犠牲となっ

た交通事故から道路交通法施行規則が改正され、安全運転管理者の業務にアルコール検知器を用いた

酒気帯びの有無確認等が義務化されたことから安全運転管理業務の重要性は益々高まっております。

　このため、当協議会が安全運転管理者制度の充実強化を推進するために実施している各種事業を

着実に推進して参りますとともに「飲酒運転の根絶」、「横断歩行者の保護」、「悪質・危険な運転の

排除」等に積極的に取り組んで参りますほか、「セーフティドライブ・チャレンジ 123」への協賛

活動などにつきましても継続実施して参ります。

　また、県下の交通情勢に的確に対応するため、県警察並びに各警察署のご指導とご協力をいただ

きながら交通事故防止に有効な幅広い交通安全対策を推進して参ります。

　更に、安全運転管理活動に対する会員事業所のニーズに応えるため、事業所の安全運転管理業務

を補完する安全運転研修等の拡大を図るほか、事業所における先進的な取組事例の紹介や県下の交

通事故発生状況の分析結果に基づく交通安全教育に資する情報の提供に努めて参ります。

　会員の皆様方におかれましても、それぞれの地域と一体となった幅広い交通安全活動の展開と安

全運転管理に万全を期していただくようお願いするものであります。

　結びに、会員の皆様方のご健勝とご活躍並びに会員事業所のご繁栄を心からご祈念申し上げまし

て、私のあいさつとさせていただきます。

一般社団法人 山梨県安全運転管理者協議会

会　長 白 壁 賢 一

会長あいさつ
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　一般社団法人山梨県安全運転管理者協議会並びに各事業所の皆様方には、平素から交通安全活動

をはじめ警察業務各般にわたり、深いご理解とご協力を賜っておりますことに対し厚く御礼申し上

げます。

　さて、昨年中における県内の交通事故は、発生件数 2,093 件（前年比－ 53 件）、負傷者数 2,555

人（前年比－ 95 人）と減少しました。しかしながら、死者数につきましては、32 人（前年比＋ 11

人）と増加し、このうち高齢者は 15 人と約半数を占めるなど、高齢化率の進展が全国平均を上回

る本県において、高齢者が関係する交通事故を防止することは喫緊の課題であります。

　また、昨年中の飲酒運転の検挙件数は 234 件にも上っており、更に本年 6 月末現在、飲酒運転に

よる死亡事故が 2 件発生するなど、いまだ一部の悪質ドライバーが平然と飲酒運転を敢行している

ことも事実であります。このため、職場や地域など社会全体で「飲酒運転をしない・させない」と

いう機運を一層高揚させていく必要があります。

　このような厳しい交通情勢のもと、県警察では、「交通死亡事故抑止総合対策の推進」を重点目

標に掲げ、交通事故や飲酒運転の発生実態等の分析結果に基づき、高齢者の交通事故防止対策や飲

酒運転根絶対策等に全力で取り組んでいるところであります。

　安全運転管理者の皆様方におかれましては、事業所における交通事故防止活動の指導者として、

事業所ぐるみで交通事故を防止するための各種施策を推進していただいていると承知しておりま

す。特に本年 4 月 1 日からは、事業所の従業員に対して、運転前後の運転者の状態を目視等で確認

することにより、運転者の酒気帯びの有無を確認することやその記録を 1 年間保存すること、更に

今後は、アルコール検知器を用いて運転者の酒気帯びの有無の確認を行うことなどが義務化されま

すので、こうした新たな規定へのご対応をお願いするとともに、今後も引き続き交通安全意識の高

揚に努めていただき、皆様方の事業所から家庭へ、地域へと交通安全の裾野を広げ、安全で思いや

り溢れる交通社会の実現に向けたご尽力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、一般社団法人山梨県安全運転管理者協議会並びに各事業所の益々のご隆盛と皆様方のご

健勝、ご多幸を祈念申し上げ、あいさつとさせていただきます。

山梨県警察本部

交通部長 本 田 誠 一

交通部長あいさつ
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表彰表彰表彰ののの栄栄栄ににに輝輝輝いたいたいた方々方々方々
（敬称略）

　武川前会長は 7 期 14 年間にわた

り当協議会活動に貢献し、関係機関・

団体との連携による地域の交通事故

防止活動を推進するとともに、本県

の安全運転管理者選任事業者の安全

運転管理体制の充実・強化等に尽力

しました。この長年の功績に対しま

して、伊藤隆行山梨県警察本部長か

ら感謝状を贈呈されました。

　多年にわたり地区協議会の発展と交通安全の推進のため多大な

功績があった地区役員の方々

　多年にわたり交通安全のために献身的な尽力をし、交通安全の

推進のため多大な功績があった方々

山梨県警察本部長表彰

山梨県警察本部長と山梨県安全運転管理者協議会会長　連名表彰

武 川 　 勉 前会長（現名誉会長）に
感謝状の贈呈

地区協議会功労役員表彰

交通安全功労者表彰

南 甲 府 奥 脇 勝 美 南アルプス 乘 本 禎 泰

甲斐韮崎 石 川 佳 男 北　　杜 堀 内 　 勇

鰍　　沢 原 田 　 巌 日 下 部 梶 原 春 彦

富士吉田 渡 辺 正 美 大月都留 鈴 木 昌 弘

南 甲 府 原 彦 南アルプス 高 野 忠 彦

北　　杜 粟 沢 充 雄 鰍　　沢 望 月 哲 也

日 下 部 平 山 　 孝 富士吉田 長 田 道

大月都留 杉 本 利 一
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甲　　府 富士ビジネスサービス株式会社
甲　　府 株式会社山梨日日新聞社
南 甲 府 齊藤建設株式会社
南 甲 府 甲府地区広域行政事務組合消防本部
甲斐韮崎 株式会社関電工西関東営業本部山梨支店韮崎営業所
北　　杜 株式会社井出建設
鰍　　沢 社会福祉法人 くにみ会 くにみ園
南　　部 株式会社山梨山本佐吉商店
笛　　吹 藤本電業株式会社東京本社
日 下 部 山梨ＣＡＴＶ株式会社
富士吉田 有限会社オートボディキー
大月都留 学校法人大月キリスト教学園
上 野 原 株式会社オリムピックカントリークラブ

　多年にわたり事業所の安全運転管理に万全を期すとともに、

交通安全に献身的な尽力をし、交通安全の推進のため多大な功

績があった方々

　交通安全活動を積極的に推進し、交通事故の防止に多大な

功績があった事業所

　多年にわたり交通規則をよく守り、常に交通安全を心がけ、

他の運転者の模範として、事業所の安全運転管理と安全運転

の推進に多大な功績があった方々

優良安全運転管理者表彰

交通安全優良事業所表彰

優良運転者表彰

甲府安全運転管理者協議会

上野原安全運転管理者協議会

　多年にわたり地区協議会の発展と交通安全の推進の

ため多大な功績があった地区協議会

優良安全運転管理者協議会表彰

南 甲 府 中 澤 弘 之 南 甲 府 古 屋 貴 裕

甲斐韮崎 日 向 清 光 南　　部 久保田　昌　洋

笛　　吹 上 田 京 介 日 下 部 髙 野 敬 司

富士吉田 吉 野 保 美 富士吉田 武 川 哲 也

大月都留 志 村 美 紀 上 野 原 河 内 直 也

甲　　府 井　柳　真　樹 甲　　府 中　村　寿　秋

南 甲 府 村　松　浩　治 南 甲 府 長 田 　 博

南アルプス 大　塚　隆　司 甲斐韮崎 山　﨑　昌　宏

南　　部 市　川　恭　子 笛　　吹 日野原　和　子

笛　　吹 有　井　三　嘉 日 下 部 羽中田　高　廣

富士吉田 武　藤　重　雄 富士吉田 佐　野　博　秀

上 野 原 藤　井　さゆり 上 野 原 小　俣　晃　二
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警察本部交通部交通企画課 青 　 柳 　 　 賢

警察本部交通部運転免許課 遠　藤　陽　平

　多年にわたり県協議会の発展と交通安全の推進のた

め多大な功績があった役員
多年にわたり安全運転管理者協議会の発展と交通安全

の推進のため多大な功績があった方々

南 甲 府 丹 沢 　 始

南アルプス 塩 釜 悦 男

北　　杜 平 井 保 英

山梨県安全運転管理者協議会会長表彰状

県功労役員表彰 優良警察職員表彰

謝　辞

　南甲府安全運転管理者協議会監事中澤弘之氏が「今後

もこの感激と喜びを胸に深くきざみ更に飲酒運転根絶へ

の心を新たにいたしまして事業所における交通安全管理

を徹底し交通事故のない安全な交通社会の確立のためな

お一層努力して参りますことをここにお誓い申し上げま

す。」旨の謝辞を述べられました。

山梨県交通対策推進協議会会長表彰（山梨県知事表彰）

　令和 4 年 3 月 22 日に山梨県庁別館 3 階正庁に

おいて、知事表彰の授与式が開催されました。本

協議会では交通安全功労者として、県協議会副会

長（甲府地区協議会会長）清水修一氏が渡邊和彦

副知事から表彰状を授与されました。

　ここに、清水修一氏の地域・職場における多年

にわたるご尽力に対して心から敬意を表します。

清 水 修 一 副会長に表彰状の授与
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管内の交通事故情勢 ―南アルプス警察署―

　南アルプス警察署は、南アルプス市の1市を管轄しています。

　管内はサクランボや桃、シャインマスカットなどの果樹栽培が盛ん

なことから、収穫時には多くの観光客が訪れるほか、国内第2位の標

高を誇る北岳を筆頭に、間ノ岳、仙丈ヶ岳など南アルプス北部の高

峰、名峰が連なる日本でも有数の登山エリアがあり、多くの登山者が

訪れます。管内の交通環境の特徴は鉄道はないことから、専ら車によ

る移動となり、主要幹線道路は、甲府市方面と静岡県方面を結ぶ、従

来からの旧国道52号と、これに平行する新国道52号（通称甲西バイ

パス）が東西に延びており、さらに、甲府市方面への新山梨環状道路

が整備されています。これらの幹線道路の間を県道や市道、さらには

農道が交差しています。

　管内の南アルプス市の人口は甲府市、甲斐市に次いで県下で3番目

に多く、令和3年にはこれまで緩やかに減少傾向にあった人口が増加に転じました。

　このような中、管内の交通事故発生状況については、令和4年6月30日現在、発生件数76件、負

傷者数90人で、発生件数、負傷者数とも前年同期比で大きく減少しております。また、死亡事故

は令和2年10月12日を最後に発生しておらず、南アルプス市は令和3年9月に「交通死亡事故『0』

350日」を達成し、現在は令和4年9月の「交通死亡事故『0』700日」達成を目指しており、当署に

おいても市や南アルプス安全運転管理者協議会等の交通関係団体と連携し様々な施策に取り組んで

います。

　主な取組としては、春、夏、秋、年末の交通安全運動初日には街頭活動を実施し、多くのドライ

バーに対して、啓発物品を配布しながら交通事故防止を呼びかけています。また、買物や通院など

の生活上の必要性、あるいは、農業など仕事上の理由等から運転免許証の返納が困難な高齢運転者

を対象に安全運転への意識付けを図るとともに、周囲の運転者から高齢運転者を保護することを目

的に「高齢運転者シール」を独自に作成し配布しました。

　さらに、当署管内の国道52号は、信号無視による出合頭事故が多く発生しているため、事故の

多い時間帯に、多くの事業所の安全運転管理者の皆様が従業員の方々と一緒にハンドプレートを掲

げ、ドライバーに対して信号の遵守をはじめ交通ルール・マナーの遵守を呼びかけ、その結果、国

道52号の信号無視による交通事故の発生を大きく減少させることができました。

　加えて、本年5月には南アルプス安全運転管理者協議会加盟の132事業所が「飲酒運転根絶宣言」

を行い、事業所からは絶対に飲酒運転者を出さないという意思を示していただくとともに地域にお

ける飲酒運転の根絶を誓いました。

　平素から、南アルプス安全運転管理者協議会事業所の皆様には、交通事故防止への取組に対する

御理解と御協力を賜り、この場をお借りして改めてお礼を申し上げます。

　本年も、南アルプス警察署管内の交通事故を1件でも減らせるように、署員一丸となって交通事

故防止対策に取り組みたいと考えていますので、南アルプス安全運転管理者協議会の加盟事業所の

皆様には、引き続き御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

杉山香弥子
交通課長
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交差点安全進行

安全速度

ハンドル等操作不適

前方不注視等

動静不注意

安全不確認

全　事　故

令和4年 令和3年 増　減

発 生 件 数 164 101 63

死 者 数 1 4 -3

負 傷 者 数 197 1 12 85

夏場のボンヤリ事故を防ぎましょう！

　暑さを我慢して運転するのは非常に危険です。
運転への集中力が削がれてしまい、「ボンヤリ」
や「一瞬の居眠り」による交通事故や熱中症な
どのリスクを背負うことになりかねません。少
しでも車内温度を下げてから出発すること、熱
中症の被害を防止するため、水分補給や塩分補
給などを欠かさないようにすることを指導して
下さい。
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ご 案 内

アルコール検知器使用義務化の延期

　警察庁では、安全運転管理者の業務として、本年 10 月 1 日からアルコール検知器の使用を義務付けることとしてい

ましたが、法改正に伴うアルコール検知器の需要急増や半導体不足などからアルコール検知器を増産できないことによ

る需給ギャップが拡大し、10 月までにアルコール検知器を用意できない事業者も少なくないことから、今回アルコー

ル検知器の使用義務化の規定を当分の間、適用しないこととしたものです。

安全運転中央研修所の安全運転管理者課程について

　安全運転管理者の業務の重要性が増大しています。茨城県ひたちなか市にある自動車安全運転センター安全運転中央

研修所では、安全運転管理者に必要とされる知識・技能を取得するための安全運転管理者課程研修を実施して、県安管

協では毎年この研修に参加しています。令和 4 年度の受講対象となる地区協議会は甲府、北杜、笛吹、日下部、大月

都留及び上野原の 6 地区です。

　研修実施日は令和 5 年 2 月 6 日から 9 日の 4 日間で、受講料（83,100 円）は安全運転管理者協議会が全額負担します。

　※申込方法等のについての詳細は各地区の協議会事務局にお問い合わせください。

安全運転研修について

　この研修は、安全運転管理者協議会加入の会員事業所の運転者（従業員）を対象としたもので、県内の指定自動車教

習所で行うもので、カリキュラムは 3 時間の構成になっています。安全運転のスキルと安全マインドを習得する内容

となっています。

　・実施期間：令和 4 年 9 月 15 日（木）から同年 12 月 16 日（金）までの間

　・安全運転研修対象車種：普通四輪車（AT・MT）、準中型車（MT）

　・研修参加人数：1 事業所あたり 1 グループ 3 名

　・研修費用：費用は安全運転管理者協議会が全額負担します。

※申込方法等についての詳細は県協議会事務局にお問い合わせいただくか、協議会のホームページをご覧ください。

当協議会では、会員事業所へ交通安全教材（DVD）の貸出しを行っています。

　DVD の貸出しは無料ですので、お気軽にお申し込みください。申込は山梨県安全運転管理者協議会の

ホームページに掲載している貸出リストからご希望の DVD をお選びいただき、電話で山梨県安全運転管理者

協議会事務局（055-236-1020）に直接お申し込みください。

交通事故防止教材 DVD 新刊のご案内

　歩行者との事故を防ぐことをテーマに、信号機
のない横断歩道での交通ルールと実際に起きた
歩行者事故の事例を見て、信号機のない横断歩
道での徐行義務と停止義務を解説した教材です。

できていますか？歩行者を守る運転
　 - 横断歩道は歩行者優先 -

19 分

　近年、線状降水帯やゲリラ豪雨による大雨災
害、予知のできない地震災害など増大する危険
性について、災害時にそれぞれの場面でどのよ
うに対処すればよいかを解説した教材です。

運転中自然災害が !
 一般道路走行時の地震・大雨・降雪の危険回避

22 分

事業所への貸出しが多い DVD のご案内

　勤務中・出退勤時に車を運転する従業員の運
転行動をミニドラマ的に映像化し、出勤から帰宅
するまでの 1 日の流れに沿って、管理上のポイ
ントや事故防止のポイントを解説した教材です。

めざそう ZERO
- 従業員の交通事故を防ぐ心得 -

23 分

　専門家の解説によるアルコールが運転に及ぼ
す影響・飲酒運転の危険性とこれまで数度にわ
たり強化された飲酒運転に対する罰則を解説し
た教材です。

アルコールについての正しい知識を！
 本当に分かっていますか？飲酒運転の危険性

23 分

お気軽にお申し込みください。
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各地区安全運転管理者協議会の活動状況

令和 4 年 3 月 31 日　道路交通法施行規則の一部改正により、4月1日から

安全運転管理者の業務に、運転者に対する酒気帯びの有無の確認が追加され

たことから、鰍沢警察署と地区協議会とが連携して作成した飲酒運転根絶ミ

ニのぼり旗のほか、啓発グッズ（アルコール検知器、メモ帳）を協議会加盟

事業所に配付し、飲酒運転根絶・アルコール検知に対する啓発を図りました。

令和4年4月6日　春の交通安全運動の初日に昭和町において春の全国交

通安全運動出発式及び交通安全街頭指導が実施され、瀬戸南甲府警察署長、

塩澤昭和町長、丹沢協議会会長及び交通関係団体の関係者が参加しました。

出発式終了後、昭和バイパスを通行する運転者等に対して交通安全のぼり

旗を掲示して交通安全等を呼びかけました。

令和4年1月17日　北杜市内の各小学校及び北杜交通安全協会と協力し

て各小学校の児童から交通安全啓発デザイン画を募集し、応募があった作

品143点のうち、各小学校ごとに優秀作品1点を選出しました。優秀作品

については耐水加工を施した看板にした上で1月に各小学校に配付して新

入学児童等子供たちの通学路に掲示する活動を実施しました。

令和4年4月7日　春の交通安全運動期間中に飲酒運転防止を目的とした

ハンドルキーパー啓発活動を実施し、清水協議会会長等役員が酒類提供飲

食店に対して、ハンドルキーパー啓発ポスターの掲示及びハンドルキー

パー啓発物品（コースター等）を配付し飲酒運転の絶無を呼びかけました。

■ 甲府安全運転管理者協議会

■ 北杜安全運転管理者協議会

令和4年4月10日　春の交通安全運動期間中に髙野協議会会長をはじめ、

関係機関・団体の役職員が参加し、韮崎市内の「オギノ韮崎店」において、

高齢者の交通事故防止及び歩行者の安全確保を目的とした広報用チラシ・

啓発物品を配布する街頭啓発活動を実施しました。

令和4年5月20日　南アルプス警察署の駐車場において、令和4年度南アル

プス安全運転管理者協議会表彰式を執り行い、交通安全優良事業所2事業所、

優良安全運転管理者2名及び優良運転者3名に対して、石部警察署長及び高

野協議会会長の連名で表彰状と記念品の額が贈呈されました。また、表彰式

終了後は乘本協議会副会長が出席者を前に「飲酒運転根絶宣言」を行いました。

■ 南アルプス安全運転管理者協議会 ■ 甲斐韮崎安全運転管理者協議会

■ 鰍沢安全運転管理者協議会

■ 南甲府安全運転管理者協議会
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令和4年5月25日　飲酒運転根絶に向けた啓発活動を強力に推進する中、

地区協議会では飲酒運転根絶を訴える飲酒運転啓発ポスター「飲酒運転は

……地獄行き」を作成し、管内の飲食店等に配付するなどして飲酒運転の

根絶を呼びかけました。

令和4年5月16日　飲酒運転根絶に向けた啓発活動を強力に推進する中、

地区協議会では飲酒運転根絶を訴える卓上のぼり旗を作成し、管内のゴル

フ場等を中心に地区協議会加盟事業者に配付するなどして飲酒運転の根絶

を呼びかけました。

令和4年4月6日　春の交通安全運動の初日に富士吉田警察署の駐車場に

おいて、富士吉田交通安全協会と合同でプロ自転車トライアルライダー塩

崎太夢選手を招き幼稚園児に対する交通安全教育イベントを実施しました。

この様子はテレビやネットニュースで取り上げられ「子供にも交通安全の

大切さが分かり易く伝わり楽しいイベントが行われた。」と評価されました。

令和4年5月3日　春の大型連休中に笛吹市御坂町地内の「セルバ御坂店」

において、交通安全に関する広報啓発イベントを実施し、警察本部、笛吹

警察署、前島協議会会長以下会員及び交通関係団体関係者が参加しました。

イベントでは歩行環境シュミレーターによる模擬横断体験や飲酒体験ゴー

グルによる模擬体験等を行い運転者や歩行者に対して交通安全を呼びかけ

ました。

令和4年4月6日　春の交通安全運動の初日に進藤警察署長及び渡辺協議

会会長をはじめ、関係機関・団体関係者22名が参加し、甲州市塩山地内

の複合商業施設の駐車場及び市民病院入口交差点において、交通安全啓発

物品と啓発用チラシを配布して交通事故防止を呼びかけました。

令和4年4月6日　春の交通安全運動期間中にJR身延駅前において松田

協議会会長以下会員が参加し、車両の運転者や歩行者等の幅広い年代の

方々に交通安全啓発物品やチラシを配布して交通事故防止を呼びかける街

頭活動を実施しました。

■ 南部安全運転管理者協議会

■ 日下部安全運転管理者協議会

■ 大月都留安全運転管理者協議会

■ 笛吹安全運転管理者協議会

■ 富士吉田安全運転管理者協議会

■ 上野原安全運転管理者協議会
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第 1　協議会組織の充実強化

1 　県協議会組織の充実強化
　適正な会計経理処理及び組織基盤の強化を推進するため、令和 3 年 4 月 1 日付けで事務局長を採用し
事務局体制を強化しました。

2　会員事業所等の加入促進
　年 2 回発行している機関誌に新規加入事業所募集案内を掲載して新規加入会員の獲得を促したほか、
新規に安全運転管理者を選任した事業所へ協議会の事業説明資料や啓発物品を同封した加入案内書を送
付して会員募集活動を実施しました。

第 2　安全運転管理の充実強化

1 　事業主、管理者の安全運転管理意識の高揚
⑴　各期の交通安全運動実施要綱等をホームページに掲載して会員事業所での交通安全活動実施を促し

ました。
⑵　令和 3 年 6 月 28 日に千葉県八街市内で発生した飲酒運転の自家用トラックによる交通死亡事故を

受け、飲酒運転防止の更なる推進を促すため「飲酒運転防止及び対処事例について」及び「安全運転
管理者未選任事業所の一掃について」の文書を発出して注意喚起等を図りました。

⑶　令和 3 年 10 月 14 日、NOSAI 会館会議室において、令和 4 年 4 月 1 日から施行される道路交通法
施行規則に的確に対応するための研修会を開催しました。

2　安全運転管理者等の指導能力の向上
⑴　安全運転管理に資する各種の情報を安全運転 NEWS で提供したほか、安全運転管理年間スケジュー

ル帳を配付して提供しました。
⑵　事業所の安全運転管理者等を対象とした自動車安全運転センター中央研修所の安全運転管理課程へ

研修生を派遣しました。
3　事業所の運転者を対象とした交通安全教育等の推進

　9 月から 11 月までの 3 箇月間、県内の指定自動車教習所に委託して安全運転研修を実施しました。
4　地域の交通安全に貢献する交通安全諸活動の推進

⑴　春と秋の全国交通安全運動期間中、FM 富士による交通安全の啓発広報を行いました。
⑵　当協議会の重点施策の一つである横断歩行者保護に資する「ハンドサイン運動」を周知するため、

自動車内に掲示するスイングポップサインを作成して各地区協議会に配付するとともに、県警察に寄
贈しました。

令和3年度　事 業 報 告（抜粋）

令和3年度　収支決算状況
貸借対照表（令和４年3月31日現在） （単位：円）

当年度 前年度 増減
Ⅰ 資産の部

1．流動資産

現金預金 7,880,403 7,532,419 347,984

前払費用 47,230 47,588 △ 358

流動資産合計 7,927,633 7,580,007 347,626

2．固定資産

　　その他の固定資産

什器備品 236,134 297,734 △ 61,600

リース資産 375,840 531,360 △ 155,520

　　その他の固定資産合計 611,974 829,094 △ 217,120

　　固定資産合計 611,974 829,094 △ 217,120

資産合計 8,539,607 8,409,101 130,506

Ⅱ 負債の部

1．流動負債

未払金 0 333 △ 333

預り金 99,019 83,283 15,736

　所得税 21,360 16,380 4,980

　社会保険料 68,677 59,675 9,002

　雇用保険料 8,982 7,228 1,754

　　流動負債合計 99,019 83,616 15,403

2．固定負債

長期リース債務 375,840 531,360 △ 155,520

退職給付引当金 1,139,600 2,250,400 △ 1,110,800

事業等準備積立金 1,287,000 587,000 700,000

　　固定負債合計 2,802,440 3,368,760 △ 566,320

負債合計 2,901,459 3,452,376 △ 550,917

Ⅲ 正味財産の部

1．指定正味財産

　　指定正味財産合計 0 0 0

2．一般正味財産 5,638,148 4,956,725 681,423

正味財産合計 5,638,148 4,956,725 681,423

負債及び正味財産合計 8,539,607 8,409,101 130,506

科　　　　　　　目
全体

令和3年度　収支決算報告
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一般社団法人　山梨県安全運転管理者協議会

正味財産増減計算書（令和３年4月1日から令和４年3月31日まで）
（単位：円）

当年度 前年度 増減
Ⅰ 一般正味財産増減の部

1．経常増減の部

　(1)経常収益

        会費収入 14,565,000 13,832,000 733,000

正会員会費 14,550,000 13,818,000 732,000

賛助会員会費 15,000 14,000 1,000

     補助金等収入 196,505 1,911,444 △ 1,714,939

地区協議会補助金 0 1,710,000 △ 1,710,000

自動車共済受託収入 196,505 201,444 △ 4,939

     特定預金取崩収入 1,134,900 995,100 139,800

退職積立金取崩 434,900 408,100 26,800

事業等準備積立 700,000 587,000 113,000

     50周年事業積立取崩収入 0 450,000 △ 450,000

　 雑収入 77 800,085 △ 800,008

受取利息 77 85 △ 8

雑収入 0 800,000 △ 800,000

経常収益　計 15,896,482 17,988,629 △ 2,092,147

　(2)経常費用

　　事業費 7,340,855 9,764,672 △ 2,423,817

　　　交通安全啓発事業費 1,808,681 1,942,912 △ 134,231

役員報酬 510,084 511,944 △ 1,860

給与手当 449,172 361,412 87,760

福利厚生費 163,903 153,339 10,564

旅費交通費 0 0 0

通信費 6,000 6,000 0

手数料 1,210 2,090 △ 880

賃借料 155,532 154,647 885

広報啓発費 522,780 753,480 △ 230,700

　　　安全運転管理対策事業費 5,532,174 7,821,760 △ 2,289,586

役員報酬 1,190,186 1,194,540 △ 4,354

給与手当 1,048,080 843,309 204,771

福利厚生費 382,451 357,801 24,650

旅費交通費 31,865 15,960 15,905

通信費 56,318 31,364 24,954

手数料 6,270 5,500 770

賃借料 362,924 360,848 2,076

機関誌発行費 1,160,568 2,624,369 △ 1,463,801

啓発資料・物品費 633,325 951,005 △ 317,680

交通安全活動費 316,730 43,404 273,326

研修費 96,325 377,050 △ 280,725

調査研究費 11,040 11,040 0

表彰費 236,092 1,005,570 △ 769,478

　　管理費 6,474,204 6,199,965 274,239

役員報酬 1,700,268 1,706,510 △ 6,242

給与手当 1,497,252 1,204,745 292,507

福利厚生費 546,365 511,162 35,203

旅費交通費 13,135 8,658 4,477

交際費 129,306 41,265 88,041

消耗品費 44,291 57,595 △ 13,304

印刷製本費 77,152 139,492 △ 62,340

光熱水費 70,955 75,354 △ 4,399

通信費 129,157 130,859 △ 1,702

手数料 25,960 18,360 7,600

委託費 63,800 81,580 △ 17,780

賃借料 518,456 515,521 2,935

什器備品費 161,450 119,927 41,523

会議費 307,037 501,331 △ 194,294

負担金・会費 11,600 0 11,600

寄付金 10,000 10,000 0

租税公課 81,100 94,300 △ 13,200

雑費 0 1,320 △ 1,320

退職給付費用 869,800 816,200 53,600

減価償却費 217,120 165,786 51,334

　事業等準備積立金 1,400,000 1,174,000 226,000

経常費用　計 15,215,059 17,138,637 △ 1,923,578

　当期経常増減額 0 0 0

2．経常外増減の部

  （1）経常外収益 0 0 0

  （2）経常外費用 0 0 0

当期経常外増減計 0 0 0

当期一般正味財産増減額 681,423 759,472 △ 78,049

一般商務財産期首残高 4,956,725 4,197,253 759,472

一般正味財産期末残高 5,638,148 4,956,725 681,423

Ⅱ　指定正味財産増減額 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 5,638,148 4,956,725 681,423

科　　　　　　　目
全体

一般社団法人　山梨県安全運転管理者協議会

正味財産増減計算書（令和３年4月1日から令和４年3月31日まで）
（単位：円）

当年度 前年度 増減
Ⅰ 一般正味財産増減の部

1．経常増減の部

　(1)経常収益

        会費収入 14,565,000 13,832,000 733,000

正会員会費 14,550,000 13,818,000 732,000

賛助会員会費 15,000 14,000 1,000

     補助金等収入 196,505 1,911,444 △ 1,714,939

地区協議会補助金 0 1,710,000 △ 1,710,000

自動車共済受託収入 196,505 201,444 △ 4,939

     特定預金取崩収入 1,134,900 995,100 139,800

退職積立金取崩 434,900 408,100 26,800

事業等準備積立 700,000 587,000 113,000

     50周年事業積立取崩収入 0 450,000 △ 450,000

　 雑収入 77 800,085 △ 800,008

受取利息 77 85 △ 8

雑収入 0 800,000 △ 800,000

経常収益　計 15,896,482 17,988,629 △ 2,092,147

　(2)経常費用

　　事業費 7,340,855 9,764,672 △ 2,423,817

　　　交通安全啓発事業費 1,808,681 1,942,912 △ 134,231

役員報酬 510,084 511,944 △ 1,860

給与手当 449,172 361,412 87,760

福利厚生費 163,903 153,339 10,564

旅費交通費 0 0 0

通信費 6,000 6,000 0

手数料 1,210 2,090 △ 880

賃借料 155,532 154,647 885

広報啓発費 522,780 753,480 △ 230,700

　　　安全運転管理対策事業費 5,532,174 7,821,760 △ 2,289,586

役員報酬 1,190,186 1,194,540 △ 4,354

給与手当 1,048,080 843,309 204,771

福利厚生費 382,451 357,801 24,650

旅費交通費 31,865 15,960 15,905

通信費 56,318 31,364 24,954

手数料 6,270 5,500 770

賃借料 362,924 360,848 2,076

機関誌発行費 1,160,568 2,624,369 △ 1,463,801

啓発資料・物品費 633,325 951,005 △ 317,680

交通安全活動費 316,730 43,404 273,326

研修費 96,325 377,050 △ 280,725

調査研究費 11,040 11,040 0

表彰費 236,092 1,005,570 △ 769,478

　　管理費 6,474,204 6,199,965 274,239

役員報酬 1,700,268 1,706,510 △ 6,242

給与手当 1,497,252 1,204,745 292,507

福利厚生費 546,365 511,162 35,203

旅費交通費 13,135 8,658 4,477

交際費 129,306 41,265 88,041

消耗品費 44,291 57,595 △ 13,304

印刷製本費 77,152 139,492 △ 62,340

光熱水費 70,955 75,354 △ 4,399

通信費 129,157 130,859 △ 1,702

手数料 25,960 18,360 7,600

委託費 63,800 81,580 △ 17,780

賃借料 518,456 515,521 2,935

什器備品費 161,450 119,927 41,523

会議費 307,037 501,331 △ 194,294

負担金・会費 11,600 0 11,600

寄付金 10,000 10,000 0

租税公課 81,100 94,300 △ 13,200

雑費 0 1,320 △ 1,320

退職給付費用 869,800 816,200 53,600

減価償却費 217,120 165,786 51,334

　事業等準備積立金 1,400,000 1,174,000 226,000

経常費用　計 15,215,059 17,138,637 △ 1,923,578

　当期経常増減額 0 0 0

2．経常外増減の部

  （1）経常外収益 0 0 0

  （2）経常外費用 0 0 0

当期経常外増減計 0 0 0

当期一般正味財産増減額 681,423 759,472 △ 78,049

一般商務財産期首残高 4,956,725 4,197,253 759,472

一般正味財産期末残高 5,638,148 4,956,725 681,423

Ⅱ　指定正味財産増減額 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 5,638,148 4,956,725 681,423

科　　　　　　　目
全体
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　コロナ感染から 2

年が経過しても、今
なお高い感染状況が

継続していますが、「ウィズコロナ」の時代は感染
対策を適切に講じつつ、社会経済活動をしっかりと
進めていくことが求められています。県協議会にお
きましても 6 月の役員改選において長年会長を務め
てこられた武川氏が退任し白壁氏が新会長に就任し
ました。事務局では新たな体制の下、引き続き安全
運転管理の充実・強化を推進するとともに、交通事
故の無い「安全で安心して暮らせる地域社会」の実
現に向けて各種事業を展開してまいります。
　地区協議会並びに会員の皆様方のなお一層のご協
力をよろしくお願いいたします。

関東自動車共済（協）との団体提携とは？

会員の皆様が関東自動車共済との契約を10％の団体割引掛金で

ご利用頂ける提携です。（事業所従業員の方も含みます）

会員の皆様には多数（1,000台以上）の加入がある事で、又事故の損害率により
団体割引 1（10%）の他、更に団体割引2（注意1）を付ける事が出来る様になります。
会員の皆様の交通事故の減少とコスト削減に自動車共済をお勧め致します。

自動車保険料を

経費削減のチャンスです!

を

チャンスチャンスチャンスチャンス !

払い過ぎていませんか？

（注意1）団体割引2は毎年の損害率などにより見直されます

他社からの無事故等級継承OK！

団体割引 を適用！10% 団体割引とは、共済契約者及び被共済者が当組合で

定める条件を満たす場合のみとなります。

■下記代理店まで

（一社）山梨県安全運転管理者協議会
TEL：055-236-1020 FAX：055-236-1025甲府市宝一丁目21番地20号

休日・夜間事故受付、全国ネットでロードアシスタンスサービスの実施

営利を目的としない協同組合だから

親身な示談交渉で

掛金は割安！
すばやい事故対応！！

安心の

サポート

安全運転管理者協議会への

加入のご案内

　（一社）山梨県安全運転管理者協議会では、

安全運転管理者選任事業所の安全運転管理能力

の向上や交通事故防止対策に役立つ様々な情報

提供や研修を行っています。また、地域の交通

事故防止に資する活動も実施しています。

　会員の皆様から未加入事業所に対して協議会

加入のメリットなどについて、広く PR してい

ただき加入の呼びかけをお願いします。

　また、賛助会員も募集しておりますので、安

全運転管理者選任事業所の有無にかかわらず、

協議会活動にご賛同していただける個人・団体

への加入の呼びかけをお願いします。

一般社団法人 山梨県安全運転管理者協議会

http://yakk.jp/
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